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　水土里ネット茨城（茨城県土地改良事業団体連
合会）の第60回通常総会が、さる２月22日、水戸
市「ホテルレイクビュー水戸」において、関係者
約220名を参集し開催された。
　総会に先立ち横山副会長は、「本年度で本会は
設立60周年を迎えることになり、60年を回顧し、
『六十年のあゆみ』を発刊致しました。また、国
における農業農村整備事業予算について、平成29
年度補正予算と平成30年度当初予算をあわせて、
5,800億円の予算確保が見込まれており、関係者
の皆様方には予算確保に向けて、お力添えを頂き
ましたこと、厚くお礼申し上げます。」と挨拶した。
  引き続き土地改良功労団体及び功労者の表彰が
行われ、３団体と８名の個人並びに本会の職員２
名に対し、表彰状が授与された。
　続いて、来賓として大井川和彦茨城県知事、星
田弘司県議会農林水産委員長、米田博次農林水産
省関東農政局次長、葉梨康弘衆議院議員、国光あ
やの衆議院議員、神田裕衆議院議員、上月良祐参
議院議員、岡田広参議院議員の祝辞があり、その
後、来賓の紹介と祝電が披露された。
　このあと、田口捷郎ひぬま川土地改良区理事長
が議長に就き、議事に入り、提出された議案第１
号～第７号がすべて原案通り可決承認された。

◆土地改良功労（団体）表彰地区
　　牛堀土地改良区　　　　　（鉾田管内）
　　守谷市大野土地改良区　　（土浦管内）
　　井出蛯沢堰土地改良区　　（筑西管内）

◆土地改良区合併（団体）表彰地区
　　該当なし

◆土地改良功労者（個人）表彰者
　　鈴木　秀之（那珂川統合土地改良区会計担当課長）
　　山田　誠治（中妻地区土地改良区事務局長）
　　大和田正己（千波湖土地改良区庶務会計主任係長）
　　羽田　和彦（福岡堰土地改良区事務局長兼庶務課長）
　　藤枝　英樹（石岡台地土地改良区管理課主査）
　　荒山　重勝（小栗用水土地改良区理事長）
　　𠮷岡　久男（西総土地改良区理事長）
　　中山　道子（大井口土地改良区会計主任）

◆連合会永年勤続表彰者（20年勤続）
　　長谷部恵一（県南事業所　農業農村整備課）
　　関　　謙一（県西事業所　農業農村整備課）

連合会第 60 回通常総会開催
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　皆様方には、日頃よ

り本県の農業・農村の

振興に対しまして、格

別なる御支援・御尽力

を賜り、心より感謝申

し上げます。

　県では、大井川知事

のもと、今年９月に「新

たな茨城県総合計画」の策定を予定しており、こ

れに先駆け昨年12月には、県の政策の方向性を示

した「政策ビジョン」を策定したところであります。

　本ビジョンでは、「強い農林水産業の実現」に

向け、ＩCTを活用した新技術の導入、基盤整備

や農地の集積による生産性の向上、ブランド化や

６次産業化による付加価値向上を進め、「儲かる

農業」を実現することとしております。

　また、県の組織改正により、農地局におきまし

ても、今年度から農村環境課の所管事務を全て農

村計画課、農地整備課に移管し２課体制となりま

したが、引き続き、農地の大区画化や汎用化、畑

地かんがい施設の導入、老朽化した農業水利施設

の長寿命化対策、防災・減災対策の強化、農業・

農村が有する多面的機能の維持発揮などに力を注

いでまいりたいと考えております。

　国の平成30年度予算につきましては、全体の公

共予算が頭打ちとなっている中にあって、農業農

村整備事業関係予算は昨年度比108％に増額され

ました。さらに、平成29年度補正予算を加えると、

農業農村整備事業関係予算は大幅減前の平成21年

度当初予算を上回る規模まで回復したところです。

　これは何より、土地改良事業団体連合会をはじ

め土地改良区の皆様が、地元の切実な声を霞が関

につないでいただいた結果であり、重ねて感謝申

し上げるとともに、本県への更なる予算配分に向

け引き続きご尽力を賜りますようお願いいたしま

す。

　一方、農地中間管理機構による地元負担を伴わ

ない基盤整備事業が新たに創設されたほか、組合

員資格や土地改良区の運営など、土地改良制度の

見直しが進められ、農業の競争力強化に向けた取

り組みは一層加速しております。

　このような中においても、未来に希望が持てる

新たな茨城づくりに、皆様と一体となって挑戦し

ていきたいと考えておりますので、茨城の農業・

農村を支える土地改良区や市町村の皆様におかれ

ましても、なお一層のご支援、ご協力をお願い申

し上げます。

　結びに、茨城県土地改良事業団体連合会の益々

のご発展と会員の皆様のご健勝とご多幸を心から

お祈りいたしまして、新年度の御挨拶といたしま

す。

新年度のご挨拶

茨城県農林水産部
農地局長

根　本　　力
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　茨城県土地改良事業団体連合会の平成30年度第

１回理事会が、４月３日（火）水戸市三の丸の「水

戸京成ホテル」で開催された。

  まず、県より来賓として出席した根本農地局長

はじめ県農林水産部農地局の幹部が紹介された。

横山副会長の挨拶に続いて、来賓挨拶として県を

代表して根本農地局長が挨拶された。

　続いて飯田専務理事による業務報告の説明のあ

と、横山副会長を議長として議事に入り、第１号

議案・平成30年度土地改良推進指導事業計画（案）

について、上程され、何れも全会一致で可決承認

された。

　次に、第２回理事会の日程が、平成30年７月４

日（水）に決して理事会は終了した。

　小美玉市内の「玉川土地改良区」、「高崎土地改

良区」、「玉里土地改良区」の３土地改良区におい

ては、去る１月19日、小美玉市役所２階会議室に

おいて、島田穣一小美玉市長立ち会いの下、合併

予備契約書の調印式を挙行しました。

　この合併については、同市内の旧玉里村エリア

に在する３つの土地改良区が、組織運営基盤の強

化等を目的とし、効率的な維持管理事業の推進並

びに効率的な運営を図っていくために、去る平成

29年４月27日に合併推進協議会を設立し、合併の

推進を行ってきました。

　調印式は、次第に基づき開会の辞を矢口明良高

崎土地改良区理事長が行い、会長挨拶を協議会会

長である小松正二玉川土地改良区理事長が行いま

した。

　立会人である島田穣一小美玉市長からは調印式

に向けた祝辞が送られました。

　その後、調印式関係者の紹介が行われ、小松理

事長、矢口理事長、中山理事長、島田市長が合併

予備契約書に署名押印を行い、合併予備契約が締

結されました。

　調印の後、記念撮影を行い、中山英男玉里土地

改良区理事長が閉会の辞を述べ合併予備契約書の

調印式がめでたく終了いたしました。

　それぞれの土地改良区において、３月に総会を

行い、平成30年度内に合併認可申請がされる予定

です。

新土地改良区の概要

○名称：玉里土地改良区（新設合併）

○受益面積：239ha

○組合員数：395人

○役員数：理事12人、監事３人

平成 30 年度第１回理事会開催

玉里土地改良区合併予備契約書調印式が開催
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平成30年度　茨城県土地改良事業団体連合会事務局機構図

平成30年４月１日

参与・技術指導監
石塚　勝実

換 地 室 長
（兼）渡辺　則夫

整 備 室 長
（兼）栗原　浩之

情報施設管理室長
栗原　浩之

測 量 室 長
（兼）渡辺　則夫

副 主 査　池田　圭一 係　　長　高橋　一勝

係　　長　貝塚　秀男
（兼）係長　栗田　　充

嘱　　託　桐原　　 修

係　　長　栗田　　充
（兼）係長　高橋　一勝

係　　長　飯塚　智史

係　　長　小池　忠則
係　　長　大和田幸男
主　　任　圷　　淳一

主　　任　大畑　　泰
主　　任　佐藤　直行
主　　任　高安　　隆

主　　査　村田　好一
主任係長　樋口　雅也
主　　任　町島　彩美

主　　任　金子　公重
主　　事　隠岐　龍也

計　67名

庶 務 課 長
（兼）山田　俊一

農業農村整備課長
河野　文雄

換 地 課 長
海老原一夫

課 長 補 佐
川松　秀樹

庶 務 係

換 地 係

国営換地係

整 備 係

県北事業所長
山田　俊一

庶 務 課 長
（兼）小澤　裕市

農業農村整備課長
木村　和彦

庶 務 係

換 地 係

県南事業所長
小澤　裕市

整 備 係

庶 務 課 長
（兼）中村　　隆

副参事兼農業農村整備課長
宇野　　進

課 長 補 佐
片岡　 　誠

庶 務 係

換 地 係

副 主 査　樫村　直樹
（兼）主任　清水　　哲

（兼）主事　田口竜一朗
主　　事　柴田　典彦

主　　事　田口竜一朗
（兼）主事　柴田　典彦

係　　長　高橋　信雄
主　　任　富永　則明
主　　任　大窪　翔太
技　　師　阿部　武人

（兼）副主査　樫村 直樹
主　　任　清水　 哲

主査兼主任係長　横田　雅志
主　　査　飯村　水男
係　　長　髙﨑　正美
係　　長　二川　貴夫

副 主 査　小倉　　充 嘱　　託　濱田　静枝

主　　査　柴﨑　公二 主　　任　小松崎直樹

主任係長　渡辺　　進
主任係長　高見　昌則

係　　長　長谷部恵一
技　　師　佐藤　友紀

主　　査　髙嶋　光雄
係　　長　長山　一人

嘱　　託　谷口　裕子

主任係長　関　　謙一
副 主 査　中山　　茂

係　　長　兼村　昌記

整 備 係 主　　査　遠藤　宗雄
主任係長　長洲　裕之
係　　長　小瀧　雄二
係　　長　関根　宏雄

係　　長　横島　　学
係　　長　菊地　満弘
主　　任　山﨑　一利
技　　師　小島　　孟

県西事業所長
中村　　隆

事 務 局 長
安田　明義

次 長
大場　景次

総務経理課長
（兼）大場　景次

本所総務部

農業農村整備課長
渡辺　則夫

本所事業部

係　　長　関　真一郎 主　　事　草間　里恵
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　全国水土里ネット（全国土地改良事業団体連合
会）の全国水土里ネット表彰式（第59回土地改良
功労者等表彰式並びに農業農村整備優良地区コン
クール表彰式）がさる３月26日、東京都千代田区
平河町のシェーンバッハ・サボーにて開催された。
　全国土地改良功労者等表彰では、農林水産大臣
表彰が５地区、農林水産省農村振興局長表彰が３
地区、金章表彰地区が38地区、銀章表彰地区が48
地区、銅章表彰地区31地区が表彰され、また個人
表彰は117名が受賞した。
　農業農村整備優良地区コンクールでは、農業振
興部門８地区（農林水産大臣賞１地区、農村振興
局長賞４地区、全国水土里ネット会長賞では３地
区）・中山間地域等振興部門10地区（農林水産大
臣賞２地区、農村振興局長賞３地区、全国水土里
ネット会長賞５地区）が受賞した。
　引き続き、21世紀土地改良区創造運動表彰が行
われ、大賞３地区、部門賞４地区（地域資源管理
部門賞１地区、地域コミュニティー部門賞１地区、
地域農業部門賞１地区、組織活性化部門賞１地区）
が受賞した。このうち本県からは次の団体・個人
が栄誉に輝いた。
◆団体表彰
★金章
    大山沼土地改良区 （理事長：園部　増治）

◆団体表彰のつづき
★銀章
　友部土地改良区 （理事長：小薗江一三）
　江戸崎入土地改良区 （理事長：宮﨑　哲司）
★銅章
　下幡木土地改良区 （理事長：額賀　成一）
◆個人表彰
★役員の部
　白鳥西土地改良区理事長　　　　　久保　勝男
★職員の部
　岩井土地改良区事務局長 亀矢　　篤
　茨城県土地改良事業団体連合会事務局長
 石塚　勝実
　（ 以上、敬称略　理事長等名は平成30年３月26

日現在）
　また、全国水土里ネット表彰式の前の午後１時
から、東京都千代田区平河町「都市センターホテ
ル」にて、全国水土里ネット第60回通常総会が開
催され、提出された第１号から第13号議案の全て
が可決承認され、決議も採択された。
　（決議文の内容は次ページ参照）

前列　左から小薗江理事長（友部土地改良区）、
飯田専務理事（県土連）、園部理事長（大山沼土
地改良区）、宮﨑理事長（江戸崎入土地改良区）
後列　左から亀矢事務局長（岩井土地改良区）、
額賀理事長（下幡木土地改良区）、石塚事務局長（県
土連）

挨拶する二階俊博全土連会長

受賞者の方々

全国水土里ネット総会及び表彰式開催
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　全国の農村では、都市に先駆け高齢化や人口減少が進んでおり、農業従事者の高齢化、減少等により、農地、農業用水等
の管理や営農の継続が困難になるなど、様々な影響をもたらすことが想定される。
　農業を、次世代の担い手にとって魅力ある産業としていくためには、農地の集積・集約、大区画化、汎用化等の整備や将
来を見越した適時適切な農業水利施設等の維持・更新が必要となっている。加えて、全国各地でため池を含む農業水利施設
等の老朽化が進行する中、大規模地震や気候変動による豪雨災害が多発しており、国民の生命と財産を守るためにも、ため
池等の耐震化や洪水被害防止対策などの農村地域の防災・減災対策の推進が重要な課題となっている。
　水土里ネットは、力強い農業の実現等を通じた食料の安定供給や農業・農村の多面的機能を発揮させるため、先人達のた
ゆまぬ努力により維持・活用されてきた農地・農業用水等の地域資源を良好な状態で次世代に継承していく責務がある。
　この責務の遂行に不可欠な土地改良関係予算は、「闘う土地改良」の旗印の下、組織を挙げて様々な活動を行ってきた結果、
平成30年度予算は、平成29年度補正予算と合わせて5,800億円と、大幅削減前を上廻る額の確保が出来た。それでも、当初
予算は大幅削減前の75％に留まっており、引き続き、当初予算の回復を要求していく必要がある。
　昨年、土地改良法が改正され、担い手への農地集積を加速するため農地中間管理機構と連携したほ場整備事業の創設や、
防災減災対策の強化、事業実施手続きの簡素化が図られた。一方、構造改革の進行による組合員の減少や農業水利施設の更
新の時代を迎えるなか、今後とも担い手等の求める施設管理が継続的に行えるよう、水土里ネットの運営基盤の強化が求め
られている。
　水土里ネットは、農業・農村、更には、我々自身が抱える課題をも直視し、国が示した農政の方向を踏まえ、女性の能力
も活用しつつ積極的な貢献を果たしていく覚悟である。
　以上のことを踏まえ、ここに参集した同志が「闘う土地改良」の旗印の下に、一致団結して、次の事項の実現を図り、農
業農村整備を推進していくことを総会の名において決議する。

記

一 　土地改良関係予算は、現場のニーズに十分応えられる規模を確保すること。その際、安定的・計画的な事業執行のため
に、当初予算での確保を図ること。

― 　昨年の土地改良法改正を踏まえて、農地中間管理機構と連携したほ場整備やため池等の耐震化、機能向上を伴う施設の
更新整備等を地元のニーズに応じて速やかに進めること。

　 　また、ほ場整備の実施に当たっては、水土里ネットが有する技術、経験、水土里情報システムなどを十分発揮できるよ
う配慮すること。

一 　担い手への農地集積・集約化、生産コストの低減、高収益作物への転換等、農業の構造改革を加速化するため、農地の
大区画化、水田の汎用化、畑地化、畑地・樹園地の高機能化等の対策を一層推進すること。その際、中山間地域等におい
ても、農業経営の持続的発展に向けて、地域特性を踏まえた基盤の整備が可能となるよう十分配慮すること。

一 　東日本大震災を始めとする未曾有の災害からの復旧・復興を早急かつ加速度的に進めること。併せて、農村地域の強靭
化に資するよう、ため池を含む農業水利施設等の耐震化や地域排水機能の強化等の防災減災対策を、国が責任を持って着
実に推進すること。

一 　現在、検討が行われている水土里ネットの組合員資格や体制の見直し等の土地改良法の改正にあたっては、水土里ネッ
トの意見を十分踏まえるとともに、中小規模の水土里ネットの事務体制に応じた支援を国や都道府県が確実に行うこと。
併せて地域資源を有効に活用した小水力発電等による維持管理費の軽減など、運営基盤を強化する取組を推進すること。

一 　平成30年度に施策評価が行われる多面的機能支払交付金については、より使い勝手が良くなるよう制度の見直しを図る
とともに、農地や水路、農道等の保全活動等が適切に実施できるよう十分な予算の確保を図ること。その際、これまで水
土里ネットが合意形成や共同管理を通じて「農村協働力」を強化し地域資源を支えてきたことや検討されている土地改良
法の改正の主旨等に鑑み、水土里ネットの能力を十分発揮できるよう配慮すること。

　平成30年３月26日
全国土地改良事業団体連合会第60回通常総会

決　　議
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　去る３月３日（土）茨城県立図書館視聴覚ホー
ルにおいて、茨城県と水土里ネット茨城（茨城県
土地改良事業団体連合会）主催による「大好きい
ばらきミドリン（水土里）子ども絵画コンクール」
の表彰式が行われました。
　本県の農業・農村について子どもたちの関心を
高め、重要性について理解を深めてもらうため、
広報活動の一環として絵画コンクールを実施して
います。

　応募作品757点の中から、茨城県知事賞、茨城
県議会議長賞、茨城県土連会長賞、茨城県教育委
員会教育長賞をはじめ計48作品が選ばれました。
　今回、茨城県土連会長賞に選ばれたのは、稲刈
りの後で子供達が昔ながらの杵と臼で餅つきをし
ている様子を丁寧に描いた作品でした。最近では
滅多に見られなくなった光景ですが、農作業を通
して、貴重な体験を作品にしてくれたのは大変思
い出に残る出来事になったと思います。

茨 城 県 知 事 賞 茨 城 県 議 会 議 長 賞

「梨の収穫」 「大船津のだし」
筑西市立関城東小学校　松本　晴希 鹿嶋市立高松小学校　田中　葵

～　入　賞　作　品　～

土連会長賞 受賞者 入選以上 受賞者

第９回大好きいばらきミドリン（水土里）
子ども絵画コンクール表彰式の開催
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奨励賞 受賞者

　未就学児から小学校6年生まで全国から応募
総数8,069点のうち、入賞25点、入選204点、団
体賞43点が選定され、本県では初めて入賞作品
に選ばれ、全国地方新聞社連合会会長賞を受賞
しました。田植えの手伝いをしながら見つけた
アマガエルを、誰かに見せたいという気持ちが
強く伝わってきます。素直な感情を、細かく表
現した作品になりました。

全国地方新聞社連合会会長賞

「見つけた！田んぼの自然」
古河市立上辺見小学校　大河原　凜太郎

全国水土里ネット主催
「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展 2017

各　賞 氏　名 タ　イ　ト　ル 学　校　名 学年
知 事 賞 松本　晴希 梨の収穫 筑西市立関城小学校 ５年
県 議 会 議 長 賞 田中　　葵 大船津のだし 鹿嶋市立高松小学校 ５年
土 連 会 長 賞 倉田　修磨 稲かりのあとのもちつき 守谷市立黒内小学校 ５年
教 育 長 賞 平田　愛実 里芋の収穫 取手市立白山小学校 ６年
農林水産部長賞 西蔭　木葉 さつまいもほり 水戸市立梅が丘小学校 ４年
優 秀 賞 池田　光一 楽しかったいねかり 北茨城市立精華小学校 ６年
優 秀 賞 関根　綾馬 岡堰の魚道 取手市立宮和田小学校 ５年
優 秀 賞 大久保紘真 畑をたがやすおじいちゃん 筑西市立古里小学校 ５年

入　賞　者（優秀賞以上）
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農林水産部農地局農村計画課  ４月１日付
新　補　職　名 氏　　　名 旧　勤　務　課　所

課長補佐（総括） 伊東　正憲 県西農林事務所境土地改良事務所契約用地課長
課長補佐 布瀬　祐二 農林水産部農地局農村環境課課長補佐
検査監 飯村　　保 県央農林事務所主査
主査 長谷川英明 商工労働観光部産業技術課主査
主査 折本　美緒 農林水産部産地振興課係長
係長 渡邉　正幸 県北農林事務所専門員
係長 増田　隆一 県西農林事務所境土地改良事務所主任
係長 豊田　紀子 農林水産部農地局農村環境課主任
主任 石積　　航 鹿行農林事務所主任
主事 佐藤　和希 新規採用

農林水産部農地局農地整備課
新　補　職　名 氏　　　名 旧　勤　務　課　所

課長 豊田雄一郎 農林水産部農地局農地整備課国営事業推進室長
国営事業推進室長 高野　　充 県西農林事務所土地改良部門長
技佐兼課長補佐（技術総括） 酒井　敏博 農林水産部農地局農村環境課課長補佐（技術総括）
技佐 塩原　克己 県央農林事務所長
課長補佐 殿岡　久志 農林水産部農地局農村計画課主査
課長補佐 嶋﨑　敏樹 県北農林事務所工務課長
課長補佐 岡野　祐一 農林水産部農地局農村環境課課長補佐
主査 大森　　伸 農林水産部農業経営課主査
係長 秋山　竜夫 総務部税務課係長
係長 助川　直人 農林水産部農地局農村環境課係長
係長 秋葉　正彦 県西農林事務所係長
係長 古川　秀一 農林水産部農地局農村環境課係長
係長 大羽　孝司 農林水産部農地局農村環境課係長
係長 村中　健一 県央農林事務所主任
主任 川内　太郎 土木部道路建設課主任
主任 青木　信也 県北農林事務所高萩土地改良事務所主任
主任 野村　直貴 農林水産部農地局農村環境課主任
主任 永澤　　充 県西農林事務所主任
主事 岡﨑　香澄 総務部常陸太田県税事務所主事
主事 富田　涼介 新規採用

県北農林事務所　土地改良部門
新　補　職　名 氏　　　名 旧　勤　務　課　所

事業調整課長 倉持　明彦 農林水産部農地局農地整備課課長補佐
工務課長 大内　正光 鹿行農林事務所工務課長
検査監 大塚　秀樹 県西農林事務所境土地改良事務所係長
主査 平澤　一浩 企画部統計課課長補佐
副主査 坂内　　敏 農林水産部霞ケ浦北浦水産事務所次長兼庶務課長
係長 金子　幸男 保健福祉部福祉相談センター日立児童分室係長
係長 山田　一成 県北農林事務所高萩土地改良事務所係長
技師 東尾　恭詳 県西農林事務所境土地改良事務所技師
技師 寺田　勝也 県央農林事務所技師
技師 西宮　悠祐 新規採用

県北農林事務所　高萩土地改良事務所
新　補　職　名 氏　　　名 旧　勤　務　課　所

所長 山野井浩一 農林水産部農地局農地整備課技佐兼課長補佐（技術総括）
副参事兼契約用地課長 吉田　正則 総務部税務課副参事
副主査 吉田　賢一 土木部茨城港湾事務所港営課長
係長 竹内　浩二 農林水産部農地局農地整備課係長
係長 柴田ゆかり 総務部常陸太田県税事務所高萩支所係長
主任 仲田　尚矢 県南農林事務所主任

県農林水産部農地局の人事異動
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県央農林事務所　土地改良部門
新　補　職　名 氏　　　名 旧　勤　務　課　所

土地改良部門長 飯塚　弘幸 県南農林事務所土地改良部門長
事業調整課長 山藤　郁夫 鹿行農林事務所事業調整課長
用地管理課長 橋本　法夫 保健福祉部厚生総務課主査
検査監 生田目正則 県北農林事務所検査監
主査 高橋　和男 県北農林事務所主査
係長 田村　智行 農林水産部農地局農地整備課係長
技師 遠藤　丈大 県北農林事務所技師

鹿行農林事務所　土地改良部門
新　補　職　名 氏　　　名 旧　勤　務　課　所

用地管理課長 西　　達也 県西農林事務所主査
事業調整課長 久保田良英 県北農林事務所事業調整課長
工務課長 阿部　幸浩 県西農林事務所企画調整課長
係長 金澤　大介 鹿行農林事務所主任
主事 人見　綾香 商工労働観光部中小企業課主事
技師 廣山　康平 新規採用

県南農林事務所　土地改良部門
新　補　職　名 氏　　　名 旧　勤　務　課　所

土地改良部門長 檜山　　敦 県北農林事務所高萩土地改良事務所長
係長 磯　　伯之 県北農林事務所係長
係長 加藤　宗英 県南農林事務所主任
技師 矢口　洪一 県西農林事務所技師
主事 入野　純規 生活環境部廃棄物対策課主事
技師 和田　圭史 農林水産部農地局農村計画課技師
技師 髙橋　一希 新規採用

県南農林事務所　稲敷土地改良事務所
新　補　職　名 氏　　　名 旧　勤　務　課　所

契約用地課長 井坂　孝雄 総務部県南県民センター課長補佐（総括）
係長 吉田　茂紀 企業局県南水道事務所係長
係長 飯田　英雄 県西農林事務所係長
主任 塚本　佑紀 県北農林事務所主任

県西農林事務所　土地改良部門
新　補　職　名 氏　　　名 旧　勤　務　課　所

土地改良部門長 柏木　達陽 県西農林事務所境土地改良事務所長
工務課長 佐藤　良一 県西農林事務所検査監
検査監 古内　　洋 県央農林事務所検査監
係長 中沢　佳則 総務部県西県民センター係長
係長 瀧本　信一 病院局県立中央病院係長
係長 堀江　純子 県西農林事務所主任
主任 若生沙智代 農林水産部農地局農村計画課主任
主任 葛西　直哉 農林水産部農地局農村環境課主任
技師 灰原　　秀 県南農林事務所技師
技師 古宇田将平 新規採用

県西農林事務所　境土地改良事務所
新　補　職　名 氏　　　名 旧　勤　務　課　所

所長 枝川　　栄 県央農林事務所事業調整課長
契約用地課長 岡田　　正 保健福祉部竜ケ崎保健所健康増進課長
検査監 古澤　尚文 県西農林事務所検査監
係長 宮澤　　弘 保健福祉部古河保健所係長
係長 越川はるか 農林水産部農地局農地整備課係長
主任 富永　洋史 農林水産部農地局農村環境課主任
技師 曲渕　　光 新規採用
主事 荒木　英俊 新規採用
主事 齊藤　巧人 新規採用
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連 合 会 の 人 事 異 動

本所  ４月１日付
新　補　職　名 氏　　　名 旧　勤　務　課　所

事務局長 安田　明義 事業部農業農村整備課長
次長兼総務部総務経理課長 大場　景次 県北事業所庶務課長
参与・技術指導監 石塚　勝実 再雇用
総務部総務経理課主査 村田　好一 再雇用
事業部農業農村整備課長兼換地室長兼測量室長 渡辺　則夫 事業部農業農村整備課情報施設管理室長兼整備室長
事業部農業農村整備課情報施設管理室長兼整備室長 栗原　浩之 事業部農業農村整備課情報施設管理室主任係長
事業部農業農村整備課換地室副主査 池田　圭一 再雇用

県北事業所
新　補　職　名 氏　　　名 旧　勤　務　課　所

県北事業所長兼庶務課長 山田　俊一 県北事業所農業農村整備課長
庶務課庶務係課長補佐 川松　秀樹 本所総務部総務経理課主任係長
換地課長 海老原一夫 県北事業所換地課課長補佐
換地課換地係兼国営換地係副主査 樫村　直樹 再雇用
農業農村整備課長 河野　文雄 県北事業所農業農村整備課整備係課長補佐
農業農村整備課整備係主査兼主任係長 横田　雅志 県南事業所農業農村整備課整備係主査兼主任係長
農業農村整備課整備係主査 飯村　水男 再雇用

県南事業所
新　補　職　名 氏　　　名 旧　勤　務　課　所

農業農村整備課長 木村　和彦 県西事業所農業農村整備課整備係課長補佐
農業農村整備課整備係主任係長 渡辺　　進 県北事業所農業農村整備課整備係主任係長
農業農村整備課整備係係長 長谷部恵一 県南事業所農業農村整備課整備係主任

県西事業所
新　補　職　名 氏　　　名 旧　勤　務　課　所

県西事業所長兼庶務課長 中村　　隆 県西事業所庶務課長
庶務課庶務係係長 長山　一人 県南事業所庶務課庶務係主任
副参事兼農業農村整備課長 宇野　　進 県西事業所農業農村整備課長
農業農村整備課整備係主査 遠藤　宗雄 再雇用
農業農村整備課整備係係長 関根　宏雄 本所事業部農業農村整備課測量室係長
農業農村整備課整備係係長 菊地　満弘 県西事業所農業農村整備課整備係主任
農業農村整備課換地係主任係長 関　　謙一 県西事業所農業農村整備課換地係係長
農業農村整備課換地係係長 兼村　昌記 県西事業所農業農村整備課換地係主任

退職者  ３ 月 31 日付
氏　　名 退　職　時　勤　務　課　所

石塚　勝実 事務局長
村田　好一 本所次長兼総務部総務経理課長
飯村　水男 県北事業所長
遠藤　宗雄 県西事業所長
池田　圭一 本所事業部農業農村整備課換地室長兼測量室長
樫村　直樹 県北事業所換地課長
須長　　司 県南事業所農業農村整備課長
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